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発行所 

＜災害による水路の復I日工事（高野）> 

（青森県） 五 所 

農業改良、農道補修等のほか、新農村、 
構造改善、災害復旧を含んだものです。 

農集振興費の推移 

決算額（千円） 伸艮率（%) 
4.981 100 .0 
6.936 139 .2 

14. 469 290 .5 
10.827 217 .4 
7.642 153 .1 
8.238 165 .4 
6.588 132 .3 
7.665 153 .9 

69.045 1 .386 .2 
41.496 833 .1 
20.418 409 .9 
30.900（予算） 620 .3 
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災
害
復
旧
事
業
に

は
 

千
九
百
万
円
を
投
資
 

昭和33年9月1日第三種郵便物認可 

nー
農

業
振

興
ー
 

は
重
要

施
策
ー
 

こ
れ
ま
で
、
い
ず
れ
の
年
度

に
お
い
て
も
重
要
施
策
に
と
り

あ
げ
ら
れ
な
が
ら
、
 一
貫
し
た

成
果
の
み
ら
れ
な
か
っ
た
も
の

に
、
農
業
施
策
が
あ
り
ま
す
。
 

農
業
施
策
は
、
学
校
施
設
や
住

宅
建
設
の
よ
う
に
、
 一
年
ー
一
一

年
の
間
に
、
そ
の
成
果
が
、
あ

ら
わ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
緊
急
と
目
さ
れ
る
学

校
や
、
住
宅
の
建
設
に
重
点
が

お
か
れ
る
の
は
、
 一
応
う
な
づ

け
る
と
し
て
も
、
総
就
業
人
口

の
半
分
以
上
を
占
め
る
農
家
の

振
興
は
、
今
後
の
市
発
展
上
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
、
重
要
問

題
で
す
。
 

そ
こ
で
、
当
市
と
し
て
も
、
 

あ
ら
た
な
農
業
政
策
の
展
開
を

必
要
と
し
、
効
果
の
あ
る
農
業
 
 

行
政
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
総
事
業
費
一
億
六
千
八

百
万
円
に
お
よ
ぶ
第
一
次
農
業

構
造
改
善
事
業
を
は
じ

め
、
市

営
工
事
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業

に
対
す
る
ニ
千
万
円
の
投
資
、
 

ま
た
、
相
原
た
ん
水
防
除
、
小

田
川
ダ
ム
、
飯
詰
土
改
の
区
画

整
理
、
福
館
排
水
、
あ
る
い
は

農
免
道
路
な
ど
、
効
果
あ
る
総

合
的
な
農
業
行
政
を
推
し
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

市
制
施
行
以
来
の
農
業
振
興

費
の
推
移
を
み
ま
す
と
、
三
十

年
度
を
百
と
し
て
、
三
十
八
年

度
に
は
、
約
十
四
倍
、
三
十
九

年
度
で
は
八
倍
、
四
十
年
度
で

は
四
倍
、
四
十
一
年
度
で
は
六

倍
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
四
年

間
は
、
著
し
い
実
績
を
み
て
お

り
ま
す
。
 

農
業
用
施
設
な
ど
の
災
害
復

旧
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
、
土
地

改
良
区
、
ま
た
は
関
係
農
家
の

共
同
施
行
に
よ
っ
て
、
お
こ
な

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
災
害
に

あ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
す
み
や
か

に
補
修
す
る
と
と
も
に
、
農
家

の
負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
減
す

る
た
め
に
、
三
十
九
年
度
か
ら

市
営
事
業
と
し
て
お
こ
な
っ
て

お
り
ま
す
。
 

市
費
に
よ
る
三
十
九
年
か
ら

四
十
年
九
月
ま
で
の
実
績
は
、
 
 

七
和
地
区
は
十
二
件
で
五
百
四

ト

ー
万
円
、
艮
橋
地
区
は
十
一

件
で
四
百
五
十
六
万
円
、
飯
詰

地
区
は
七
件
で
二
百
十
八
万
円

中
川
地
区
は
四
件
で
百
五
十
一

万
円
、
松
島
地
区
は
四
件
で
百

三
十
七
万
円
、
毘
沙
門
地
区
は

三
件
で
ニ
百
二
十
九
万
円
、
三

好
地
区
は
三
件
で
二
百
十
八
万

円
、
合
計
四
十
四
件
の
一
千
九

百
五
十
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
 

五
所
川
原
市
の
都
市
づ
く
り
は
、
農
業
の
近
代
化
を
中
心
に

諸
産
業
の
発
展
を
う
な
が
し
、
所
得
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
文
化
都
市
と
し
て
の
色
彩
を
強
め
、
西
北
の
中
心
と
し
て

の
役
割
を
果
す
こ
と
で
す
。
五
所
川
原
市
の
都
市
的
発
展
に
お

け
る
、
農
業
の
主
導
的
役
割
は
、
市
の
農
業
関
連
産
業
の
構
造

を
み
れ
ば
、
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
 



区画整理された水田をトラクター 

市政ニユース ② 

により耕起する（北部地区） 

第
一
次
農
業
構
造
改
善
事
業

の
明
細
に
つ
い
て
は
、
別
表
の

と
お
り
で
す
が
、
本
市
農
業
の

中
心
作
物
で
あ
る
「
米
」
と
「
 

り
ん
ご
」
の
従
事
者

一
人
当
り

の
生
産
額
と
、
反
当
り
の
生
産

量
を
拡
大
す
る
こ
と
を
重
点
に
 

策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
区
画
整
理

耕
地
集
団
化
、
農
道
事
業
、
そ

れ
に
と
も
な
う
機
械
導
入
、
農

用
施
設
の
整
備
、
拡
大
が
は
か

ら
れ
、
高
水
準
の
基
礎
が
つ
く

り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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区
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第ー次農業構造改善事業の明細 

(38年度～40年度） 

同
 

同
 

地区名 	事 業 種 目 	事業量 事業費（千円） 

	

スピ・ードスプレーヤ- 	2 台 	 5.660 

	

高 野 同 格 納 庫 	 1 棟 	 745 

	

般 農 道 	990m 	 2.386 

	

スピ・ードスプレーヤ- 	2 台 	 5.660 

	

原 子 同 格 納 庫 	1 棟 	 740 

	

一 般 農 道 	1.494.5m 	 3.138 

	

スピードスプレーヤ- 	1 台 	 2.830 

	

松野木 同 格 納 庫 	1 棟 	 360 

	

ーー 般 農 道 	3.139.3m 	 8.208 

	

スピードスプレーヤ- 	3 台 	 7.755 

	

梅 田 同 格 納 庫 	2 棟 	 1.105 

	

一 般 農 道 	1.020m 	 2.474 

	

スピードスプレーヤ- 	2 台 	 5.660 

	

野 里 同 格 納 庫 	1 棟 	 740 

	

ー 般 農 道 	1.125m 	 3.849 

1 棟 	 16.242 

tF 	 167.672 

※総事業費161.67!千円のうち、補助金は、99.448千円です 

七 承
農 協 

次
農
業
構
造
改
善
 

農
業
構
造
改
善
事
業
と
は
 

農
業
の
近
代
化
と
い
う
こ
と

は
、
簡
単
に
い
え
ば
、
所
得
も

労
働
時
間
も
、
進
ん
で
い
る
他

産
業
な
み
に
な
り
、
青
年
も
喜

ん
で
農
業
が
や
れ
る
よ
う
に
、
 

嫁
も
喜
ん
で
農
家
に
く
る
よ
シ

に
、
明
る
く
合
理
的
な
経
営
と

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
 

と
で
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
農
家
の
や
り

方
を
い
ろ
い
ろ
建
て
直
す
こ
と

を
、
国
の
産
業
開
発
と
い
う
大

き
な
見
方
に
た
っ
て
、
政
策
を

た
て
た
り
、
裏
付
け
を
し
て
い

く
こ
と
を
農
業
構
造
改
善
と
い

う
の
で
す
。
 

格納庫の前にせい揃いした 

スビード・スプレーヤー （梅田地区） 

第 
ー―一A 
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事
 

体
 

主
 

斯
 
協
 

農
 
農
 

農
 
農
 

業
 

競
 
綱
 

詰
 

沢
 

和
 
橋
 

事
 

碩
 
確
 

飯
 

梅
 
七
 

長
 

詰
 

沢
 
和
 

橋

飯
 
梅
 
‘

七
 

長
 

区画整理 	 152ha 	60.800 

トラクタ1 	 5台 	1 1 .600 

	

七 和 原子溜池土改 	同格納庫 	 1棟 	2.000 

長 橋 受益範囲 	 水稲防除機 	 4 台 	2.730 

	

戸数229戸 	稲刈取機 	 5台 	1 .750 

	

面積152ha 	籾乾燥調整施設 	 1棟 	17. 450 

石田農道共同施行 一般農道 	 1.950m 	7.800 

石田共同防除組合 スビードスプーレヤ- 	2台 	5.660 

同格納庫 	 1棟 	 740 

96.330 

第 9 次農業構造改善事業概要 （予定） 

目
 

種
 
地
区
名
 
事
 
業
 
主
 
体
 
事
 
業
 
種
 
目
 
事
業
量
 
事
業
費
（
千
円
）
 

業
 

計
 

棟
 
棟
 
棟
 
棟
 

棟
 
棟
 
棟
 

りんご集出荷所撰果機共 	1棟 	12.600 

りんど冷蔵庫 	 1棟 	18.000 

りんど集出荷所撰果機共 	1棟 	12.000 

りんど冷蔵庫 	 1棟 ‘ 18.000 

りんご集積倉庫 	 1棟 	5.000 

りんど冷蔵庫 	 1棟 	18.000 

りんど冷蔵庫 	 1棟 	15.000 

協
 
協
 
協
 
協
 

も
、
ほ
と
ん
ど
同
意
し
て
お
り

さ
き
の
計
画
で
調
査
、
設
計
も

で
き
て
お
り
ま
す
。
 

り
ん
ご

生

産

施

設
の

増
強
 

山
麓
地
帯
お
よ
び
、
梅
田
地

区
の
基
幹
作
物
の
ー
つ
で
あ
る

り
ん
ご
の
生
産
技
術
の
向
上
と

共
同
防
除
の
普
及
に
と
も
な
い

品
質
も
、
年
を
お
う
て
向
上
し

品
種
に
つ
い
て
も
、
新
種
に
更

新
の
方
向
に
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
遺
憾
な
が
ら
、
撰

果
貯
蔵
の
施
設
が
、
こ
れ
に
と

も
な
わ
ず
、
わ
ず
か
に
、
三
十

九
年
度
実
施
し
た
集
出
荷
所
が
 
 

七
和
に
ー
か
所
あ
る
の
み
で
、
 

貯
蔵
施
設
（
冷
蔵
庫
）
は
、
ま

っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

現
在
、
こ
の
地
区
の
生
産
高

は
、
九
十
五
万
箱
で
、
そ
の
内

訳
は
、
七
和
地
区
三
十
三
万
箱

梅
田
地
区
二
十
一
万
箱
、
長
橋

地
区
三
十
一
万
箱
、
飯
詰
地
区

十
万
箱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が

処
理
状
況
は
、
七
和
地
区
以
外

は
、
名
農
家
の
庭
先
撰
果
が
大
 

部
分
で
、
そ
の
た
め
、
市
場
価

格
も
、
常
に
低
く
な
っ
て
い
る

現
状
で
す
。
の
み
な
ら
ず
、
冷

蔵
施
設
が
な
い
た
め
、
と
く
に

新
種
に
つ
い
て
は
、
相
場
に
関

係
な
く
、
早
期
に
出
荷
す
る
た

め
、
は
な
は
だ
し
く
不
利
な
立

場
に
お
か
れ
て
お
り
ま
す
。
 

事
業
主
体
で
あ
る
各
農
協
に

お
い
て
は
、
早
急
に
処
理
施
設

を
完
備
し
、
一
日
も
早
く
共
撰

共
販
体
制
の
整
備
に
、
せ
ま
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
病
虫

害
防
除
施
設
も
、
不
十
分
な
の
 
 

で
、
ス
ビ
ー
ド
・
ス
プ
レ
ー
ヤ
 

ー
を
導
入
し
、
防
除
態
勢
の
強

化
を
は
か
り
ま
す
。
 

一
証
琵
J
 

農
道
は
、
毎
年
補
修
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
基
盤
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
効
果
が
あ

が
ら
ず
、
資
材
の
運
搬
生
産
物

の
搬
出
に
困
難
を
き
わ
め
、
運

搬
費
の
増
大
は
も
ち
ろ
ん
の

こ

と
、
生
産
物
の
荷
傷
み
の
た
め

市
場
価
格
に
も
大
き
く
影
響
し

て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
を
改
良
し
、
生
産
性
を

向
上
し
、
あ
わ
せ
て
作
業
能
率

の
向
上
と
、
円
滑
性
を
は
か
る

こ
と
で
す
。
 

ー
水
 

田
 
の
 

ー

区
画
整
理
ー
 

地
域
対
象
面
積
八
〇
〇
紛
の

う
ち
、
こ
の
計
画
で
は
、
 一
五

二
紛
の
区
画
整
理
を
お
こ
な
う

も
の
で
、
大
型
農
業
機
械
を
導

入
し
、
機
械
化
作
業
で
労
働
力

の
節
減
と
、
土
地
生
産
性
の
向

上
を
、
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
 

事
業
主
体
は
、
設
置
さ
れ
て

あ
る
原
子
溜
池
土
地
改
良
区
が

こ
れ
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
地
区
は
、
さ

き
に
東
部
土
地
改
良
区
が
一
主

体
と
な
り
、
計
画
し
た
地
区
の
 

ノ
I
 

一
部
で
す
の
で
、
関
係
受
益
者
 

一
 

⑧ 市政ニユース 
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五
所
川
原
市
長
選
挙
投

票
 
圃
 

注
 

恵
 

と
う
し

よ
う
 

こ
う

性
し

や

ひ
と
り
 

投
票
し

よ
う
と
す
る
侯
補
者
．
一
人
に
 

し
 

め
い
 
う

え
 

つ
い
て
、

そ
の
氏
名
の
上
の

〇
を
つ
 

け
る
ら

ん
に
〇
を

つ
け
る
こ
と
 

ほ

か
 
な
に
 

か
 

〇
の
外
は

何
も
書

か
な
い
こ
と
 

 

〇
を
つ

け
 

る
 
ら
 ん
 

 

こ
う
 

ほ
 
し

や
 
し
 

め
い
 

侯
 
補
 
者
 

氏
 
名
 

の
 
た
 

野
 
太
 
郎
 

へ
い
 

だ
 

さ
ふ
 

ろ
う
 

丙
 
田
 
 

三
 
郎
 

町
 

市政ニニユース 
④
 

革

新
的
な
 

農
業
の
確
立
 

五
所
川
原
市
は
、
農
業
な
い

し
は
、
農
村
社
会
の
動
向
が
、
 

よ
り
特
徴
的
に
反
映
し
、
農
業

経
済
の
状
態
が
、
市
全
体
に
た

え
ず
大
き
な
影
響
を
、
お
よ
ぼ

し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
 

／
 

新
農
業
研
究
所
は
、
市
経
済
 

』
．
 に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
、
農

業
行
政
を
積
極
的
に
推
進
す
る

た
め
、
農
研
団
体
を
中
心
に
し

て
、
試
験
研
究
し
、
各
試
験
場

の
協
力
と
、
市
内
農
業
関
係
者

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
新
農
業
．
 

研
究
会
議
を
持
ち
な
が
ら
、
今
 
 

後
の
市
農
業
を
、
革
新
的
な
方

向
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
念
願

と
し
て
お
り
ま
す
。
 

新
農
業
研
究
 

所

の
 
動
き
 

農
業
の
土
地
生
産
性
、
労
働

生
産
性
を
高
め
、
そ
の
所
得
を

他
産
業
と
同
じ
水
準
に
成
長
さ

せ
る
た
め
に
は
、
キ
メ
細
か
い

経
営
性
を
と
り
入
れ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
 

農
業
経
営
が
、
キ
メ
細
か
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
高
度
の
技

術
が
要
請
さ
れ
る
し
、
そ
の
普

及
の
た
め
に
は
、
試
験
研
究
に

も
と
づ
く
正
し
い
デ
ー
タ
ー
が
 
 

の
ぞ
ま
れ
ま
す
。
 

市
の
農
業
を
近
代
化
し
、
農

家
所
得
を
高
め
る
た
め
に
は
、
 

こ
う
し
た
、
た
ゆ
み
な
い
努
力

が
必
要
で
す
。
 

し
か
し
、
こ
う
し
た
高
度
の

技
術
体
得
、
試
験
研
究
は
、
ひ

と
り
市
役
所
、
農
家
の
み
で
は

は
た
し
得
な
い
の
で
、
県
農
林

部
、
農
事
、
り
ん
ご
、
林
業
、
 

畜
産
の
各
試
験
場
の
協
力
を
あ

お
ぎ
、
北
地
方
農
林
事
務
所
、
 

農
業
改
良
普
及
事
務
所
と
タ
イ

ア
ツ
プ
し
て
、
市
農
業
の
基
本

的
な
力
量
を
向
上
さ
せ
、
市
総

体
の
発
展
を
期
そ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
 

初
年
度
の
こ
と
し
は
、
農
研
 
 

団
体
に
委
託
し
、
水
稲
、
や
さ

い
の
展
示
圃
を
設
け
、
り
ん
ご

は
、
粗
皮
病
、
モ
ン
パ
病
の
対

策
と
し
て
、
試
験
場
の
手
に
よ

っ
て
、
山
内
八
十
数
力
所
の
土

頭
調
査
を
終
り
、
農
事
試
駈
勘

は
飯
詰
伝
助
町
地
区
を
、
高
度

集
団
栽
培
の
試
験
地
に
指
定
、
 

市
で
も
、
桜
田
、
沖
飯
詰
地
区

に
高
度
集
団
栽
培
の
試
験
を
こ

こ
ろ
み
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
神
山
の
市
有
地
に
数

品
種
の
ク
リ
を
植
栽
し
、
放
任

果
樹
の
試
験
も
、
は
じ
め
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
市
農
業

の
生
産
額
は
、
米
と
果
樹
で
九

一
％
、
畜
産
五
％
、
そ
の
他
が

四
％
と
い
う
割
合
に
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
、
試
験
、
研

究
を
つ
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

均
衡
の
と
れ
た
、
農
菓
経
営
が

生
ま
れ
ま
す
。
 

III 

お

w
"）ー
ら
番
せ
 

市
長
選
挙
に
は
、
記
号
式
投

票
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

①
記
号
式
投
票
と
は
投
票
用

紙
に
、
候
補
者
の
名
前
が
「
ふ

り
が
な
」
を
つ
け
て
印
刷
し
て

あ
り
ま
す
か
ら
、
投
票
し
よ
う

と
す
る
候
補
者
一
人
に
つ
い
て

そ
の
氏
名
の
上
の
〇
を
つ
け
る

欄
に
、
〇
の
印
を
押
し
ま
す
。
 

〇
の
印
は
、
投
票
所
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。
 

②
二
人
以
上
の
候
補
者
に
〇

印
を
押
す
と
、
無
効
に
な
り
ま

す
か
ら
、
か
な
ら
ず
一
人
に
つ

い
て
だ
け
、
〇
印
を
押
す
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

③
〇
印
以
外
の
こ
と
を
書
く

と
無
効
に
な
り
ま
す
か
ら
、
△

と
か
、
日
と
か
、
×
と
か
、
書

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ

ん
、
投
票
所
に
は
〇
の
印
と
ス

タ
ン
プ
よ
り
、
備
え
つ
け
て
あ

り
ま
せ
ん
。
 

④
〇
を
つ
け
る
欄
以
外
の
と

こ
ろ
に
、
〇
印
を
押
す
と
無
効

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら

欄
の
中
に
押
す
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 

⑥
不
在
者
投
票
、
点
字
投
票

は
、
従
来
通
り
、
自
書
式
で
す

⑥
〇
の
印
を
押
す
と
き
、
候

補
者
を
ま
ち
が
っ
て
押
し
た
揚

合
、
ま
た
は
、
ど
ち
ら
か
の
判

断
の
つ
か
な
い
よ
う
に
押
し
た

と
き
、
そ
の
他
、
ま
ち
が
っ
て

印
を
押
し
た
時
は
、
自
書
式
の

よ
う
に
、
鉛
筆
は
備
え
つ
け
て

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
消
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
投
票
の

秘
密
保
持
の
た
め
、
誰
に
投
票

し
た
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
 

何
人
に
も
全
部
〇
の
印
を
押
し

て
汚
損
用
紙
と
し
て
、
別
の
新

し
い
用
紙
と
交
換
し
、
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。
 

市
長
選
の
投

票
に
は
記
号
式
 

選
挙
管
理
委
員
会
 



※ 工事費には、電気工事料、および附帯工事
費は、含んでおりません0 

 

品 	名 種 	別 機 器代 工事料  
b0Oy 40W 	普 i 価格 	2.500F’ 	850f-9 
発熱部 

	

長さ 2m サ・ービス価格 2200円 	540円 

 

b0Oy 80w 	普通価格 	3.100円 1.3旧円 
発熱部 

長さ 4m サービス価格 2.800円 	850円 

の 予防 接種 

イ ンフルエンザ 

生活保護世帯に属する方は無料 

◇ご都合のよい場所で受けられても結構です。 

‘◇接種を受けられる方は、母子手帳か、メモ用紙に現住所

氏名、生年月日、世帯主名を書いて、ご特参ねがいます。 

◇つり銭のいらぬ様ご用意ねがいます。 

三
 
七
 

◇対象者 生嘱で．、綴醗講報褒鷲 
◇接種回数 2回の皮下注射をします。 

◇料 金 

3カ月以上～1才未満1回につき25円 1才以上～6才未満1回につき35円 

6才以上～巧才未満 ク 50円 15才以上 ク 95円 

◇日時と場所 

地 区 第1回目 第2回目 時 間 場 所 

梅 	沢 10月n日 10月18日 13時～15時 梅沢支所

毘沙門、長富 10月n日 10月18日 13時～14寺 毘沙門小 

飯 	詰 10月H日 10月18日 13時～15時 飯詰支所 

松 	島 10月12日 10月旧日 13時～15時 松島支所 

三 	好 10月12日 10月19日 	13時～15時 三好診療所 

七 	和 10月12日 10月19日 	10時～12時 羽野木沢小 

中 	川 10月13日 相月20日 13時～15時 中川診療所 

栄 	10月13日 10月20日 13時～15時 栄支所 

長 	橋 10月14日 10月2 ~日 10時～12時 長橋診療所

旧市内、小曲 10月叫日 10月21日 13時～15時 市議会議場 

「
転
麟
離
鮎
 

水
道
使
川
者
の
み
な
さ
ま
寒

い
冬
が
、
間
近
に
な
り
ま
し
た

水
が
凍
る
…
水
が
で
な
、
、
寒

冷
地
の
な
や
み
の
タ
ネ
で
す
。
 

水
道
が
凍
る
と
、
水
が
で
な
い

ば
か
り
で
な
く
、
水
道
管
の
破

れ
つ
な
ど
の
事
故
も
お
こ
り
、
 

そ
の
補
修
に
た
い

へ
ん
な
労
力

時
間
、
費
用
が
か
か
る
ほ
か
、
 

凍
結
を
防
ぐ
た
め
水
の
出
し
放

し
に
よ
る
み
な
さ
ん
の
水
道
料

の
負
担
も
た
い
へ
ん
で
す
c
 

今
般
、
凍
結
事
故
防
止
に
確

実
な
効
果
が
あ
る
、
電
気
凍
結

防
止
器
（
電
気
の
熱
で
、
水
道

管
を
保
護
す
る
も
の
で
す
）
が

開
発
さ
れ
、
特
別
普
及
期
間
を

設
け
て
ご
推
奨
し
て
お
り
ま
す

か
ら
、
こ
の
機
会
に
お
取
り
付

け
し
て
、
凍
結
を
解
消
し
て
は

い
か
が
で
す
か
ノ

ー
 

▽
期
 
間
 

十
月
一
日
ー
十

一
月
三
十
日

▽
申
し
込
み
 

市
水
道
課
（
で
ん
わ
二
一
一

一
）
、
東
北
電
力
営
業
所
（
ク
 
 

】
一一
五
一
‘

、
東
洋
水
道
ガ
ス

工
事
所
 
（
ク二
七
六
九
）
、
山

口
水
道
1
1業
所
（
ク
二
九
九
六
 

）
、
北
斗
水
道
上
事
所
（
ク
三

〇

一
九
、
、
富
士
水
道
工
事
所

西
北
水
道
工
務
所
、
中
野
水
道

工
業
所
 
（カ
二
九
三
二
）
 

教
 
育

委
員

長
 

に
高

橋

馨

氏
 

新
し
い
市
教
育
委
員
長
に
高

橋
馨
氏
が
、
き
ま
り
ま
し
た
。
 

氏
は
、
昭
和
三
十
八
年
十
月
十

日
か
ら
教
育
委
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
で
、
明
治
四
十

一
年
一
月
七
日
生
、
市
内
長
富

出
身
 

（写
真
…
高
橋
教
育
委
員
長
）
 

「
ー簡
保
加
入
者

へ
の
ー
 

ー
 
プ
レゼ
ン
ト
 

ー
 

簡
易
保
険
で
は
、
創
業
五
十

周
年
を
記
念
し
、
十
月
一
日
か

ら
、
ご
加
入
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
と
し
て
 

①
四
十
一
年
三
月
末
日
ま
で

に
お
入
り
に
な
っ
た
、
契
約
の

配
当
金
を
ふ
や
し
ま
し
た
。
 

②
お
年
を
と
っ
た
と
き
の
保

険
料
払

い
込
み
免
除
の
範
囲
も

契
約
年
数
が
二
十
年
以
上
で
、
 

お
年
が
七
十
歳
以
上
、
契
約
年

数
に
関
係
な
く
お
年
が
八
十
歳

以
上
と
、
広
げ
ま
し
た
。
 

③
ご
加
入
後
ま
も
な
い
時
期

の
保
険
金
の
支
払
い
も
有
利
に
 

ーな
り
ま
し
た
。
 

ー
選
挙
人
名
簿
の
ー

ー
 

登
録
の
申
出
 

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に

よ
っ
て
、
今
後
は
、
本
人
か
ら

の
申
告
が
な
い
と
名
簿
に
登
載

し
て
も
ら
え
ず
、
貴
重
な
選
挙

権
を
行
使
で
き
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

昭
和
四
十

一
年
に
限
り
、
十

月
十
日
ま
で
に
甲
告
し
ま
す
と

七
月
十
日
以
前
か
ら
の
五
所
川

原
市
の
居
住
者
は
、
十
一
月
一

日
に
確
定
す
る
名
簿
に
、
原
則

的
に
は
登
載
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
か
ら
、
か
な
ら
ず
申
告

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（選
挙
管
理
委
員
会
）
 

お取りつけサービス価格 

⑥ 市収ニユース 
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I 、
 

県住宅供給公社が、駅東側に、39年から造成工事を進 

めていた松島団地（348, 986'）が、 9月完成いたし 

ました0 
総工費、4施5. 000万円をかけて造成した松島団地 

は、都市ガス、電気、水道はもとより、水洗便所の 

使用できる下水道工事も完備し、延長9.H8mにおよ 
ぶ道路は、全面7スフ7ルト舗装、幹線街路には、 

水銀灯がついております。 また、団地内には、中央 

公園、児童遊園地などもあり、緑にかこまれた、新 

しい住宅街です。 

み
ん
な
で

つ
く
っ

た
さ

く
ぶ
ん
 

え
 
ん
 
そ
 

く
 

（
一
ね
ん
）
 

先
 
生
 
わ
た
し
た
ち
は
、

九
が
つ

二
十

ニ
日
に
ち
に
、

え
ん
 

そ
く
を
 
し

ま
し
た
。
 

れ
い
こ
 
ま
つ
し

ま
だ
ん
ち
へ
、

い
っ
た
の
で
す
。
 

み
や
こ
 
わ
た
し
た
ち
が
、
大
き
く
な
る
と
、
は
い
る
、

ち
ゆ
 

う
が
っ

こ
う
が
、
あ
り
ま
し
た
。
 

し
ょ
う
こ
 
ち
ゆ
う
が
っ
こ
う
の
、

ほ
か
に
、
き
れ

い
な
、
じ
ゆ
 

う
た
く
が
、

い
っ
ぱ

い
、
あ
り
ま
し
た
。
 

や
す
こ
 
ま
つ
し

ま
だ
ん
ち
（
、

つ
い
て
、
こ
う
ち
ょ

う
先
生
 

の
、
お
は
な
し
を
、
き

い
て
か
ら
、
あ
そ
び
ま
し
た
。
 

ふ
み
こ
 
は
ん

か
ち
ま
わ
し

や
、
じ
か
も
か
ぶ
つ
け
や
、

は
な
 

い
ち
も
ん
め

を
、

や
り
ま
し
た
。
 

し
げ
る
 
お
や
つ
や
、

ご
は
ん
を
、

た
べ
ま
し
た
。
 

ひ
さ
こ
 
そ
れ

か
ら
、
ま
た
、

あ
そ
び

ま
し
た
。
 

え
り

こ
 
か
げ
ふ
み
あ
そ
び

や
、
か
け
っ

こ
を
、
や
り
ま
し
た
。
 

の
ぶ
こ
 
と
ち
ゆ

う
で
、

ひ
と
り
ず
つ
、

さ
よ
う
た
ら
を
し
て
、
 

か
え
り
ま
し

た
。
 

し
げ
と
も
 
の

こ
っ
た
人
は
、
が
っ

こ

5
で
、
さ
よ
う
な
ら
を
し
 

ま
し
た
。
 

先
 
生
 
と

て
も
、
お
も
し
ろ
い
、
え
ん
そ
く
で
し

た
。
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